




Homogeneous Behavior and Mechanism 
of Decision-making in Foreign Direct Investment: 






The main purpose of this paper is to consider the mechanism of the decision-making of the enter-
prises that takes the homogeneous behavior in the foreign direct investment (FDI). The factors of 
FDI of the companies have been traditionally explained with an economic and e:ffident point of 
view. In this paper, it is assumed that the decision-making on FDI is not necessarily follows only 
the principle of e:fficiency but also follows the principle of legitimacy. 
This paper sheds some light on an idea of legitimacy, which is one of the important concepts in 
the neo-institutional theory, to discuss the mechanism of the decision-making of the companies. 
The decision-making based on the principle of legitimacy often appears as a homogeneous behav-
ior. Such behevior demonstrates accountability, which reinforces attributions of legitimacy. It is 
therefore recognized that it is a rational decision for a company to take the homogeneous behavior 
with other companies. 




















羽， 2002)，設備投資（宮川，若林，内田， 1996;浅羽， 2002)，海外直接投資 (Kinckerbocker,





































































































が多いかどうか，その学科に志願者の数が多いかどうかは，重要視されない (Meyerand Rowan, 
1977: 355)。なぜなら，組織にとっては，社会的に当然と認識される制度化されたルールにしたが
うことによって正当性を確保することができ，その結果として，事業活動に必要な資源，企業とし
ての社会的安定性，持続的な生存の可能性などを確保できるからである (Dowling and Pfeffer, 
1975; Meyer and Rowan, 1977; Fennell, 1980)。たとえば，正当性を獲得すれば組織に対する評
判やロイヤルティが高まるので，結果的に，組織活動に必要な借入，寄付，投資を受け入れやすく
























and Rowan, 1977: 355)。














Miner, 1997)，財務 (Scharfsteinand Stein, 1990)，銀行貸し付け (Haveman,1993)，研究開発
(Almeida, 1996; Shan and Song, 1997)，海外投資 (Knickerbocker,1973; Yu and Ito, 1988; 




























































イヤ産業で寡占的反応としてのFDI行動が観察された (Yuand Ito, 1988)。また，寡占的反応は
時期的に集中する特徴をもつということも報告されており，寡占的反応を時系列に分析した研究で













(institutional isomorphism) という (DiMaggioand Powell, 1983; Meyer and Scott, 1983)。もっ
とも，制度的同型化では，企業間の似通った行動は社会制度環境への反応として理解される
(DiMaggio and Powell, 1983 ;牛丸， 2000)。また，その反応は，社会制度環境からの正当性を獲
得しようとするためのものとして理解される (Meyerand Rowan, 1977)。制度的同型化の帰結
は，組織の外部環境から獲得する正当性である（Meyerand Rowan, 1977; DiMaggio and Powell, 
1983; Deephouse, 1996)。
DiMaggio and Powell (1983)は，制度的同型化を類型化し，強制的同型化 (coerciveisomor-
phism)，模倣的同型化 (mimeticisomorphism)，規範的同型化 (normativeisomorphism)がある
とした。以下では，それぞれの同型化の特徴について考察していく。
3. 2. 1 強制的同型化
強制的同型化は，政治的な影響と正当性に起因するものである。ここでいう政治的影響とは依存
関係にある組織や社会制度環境からの圧力であり，正当性は組織が活動する社会制度環境からの文
化的期待に起因する圧力である (DiMaggioand Powell, 1983)。文化的な期待や規範は，組織に対






に (Carroll,Delacroix and Goodstein, 1988; Wade, Swaminathan and Saxon, 1998)，企業行動に
も影響を与える。たとえば，環境規制に厳しい国の政府は，製造業者の設備投資に対し公害防止技
術を採用することを法律で定めることができる。また，租税法に厳しい国の政府は，非営利組織に









れる。標準規格には，国際標準化機構 (ISO:International Organization for Standardization)や日
本工業規格(JIS:Japanese Industrial Standards)のような標準化団体によって定められたデジュー




















ある (DiMaggioand Powell, 1983)。
不確実性は，企業が模倣行動を引き起こす強力な要因である (DiMaggio and Powell, 1983; 
House and Singh, 1987)。組織的な技術がよく理解できていなかったり，目標が曖昧であったり，
環境がシンボリックな不確実性を創出したりするような状況において，企業はほかの企業の行動を
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真似するのである (DiMaggioand Powell, 1983)。具体的には，企業が同質的な行動をとる傾向
は，製品に対する市湯の反応，原料の調達，株主の態度，競合企業の行動，政府機関の将来の行動
などに対する不確実性が存在するとき (Cyertand March, 1963)，より強まると考えられる。
組織は，同じフィールドにある，より正当でより成功的であるとみなされる類似した組織を真似











協会のような団体を介して明示的に行われる (DiMaggioand Powell, 1983)。
模倣行為の例としては，欧米の成功的な法廷，軍隊，警察，郵便，教育システムなどを研究させ
るため，日本政府が官僚たちを各国に派遣したことや，アメリカ企業が生産性や人事問題を解決す
るため， QC活動のような日本の企業モデルを取り入れることがあげられる (DiMaggio and 
Powell, 1983)。
しかしながら，多くの組織は，制度化されたルールを採用することが，実質的な経済効果を生み
出すかいなかよりは，儀式的にその行為を行うことに重みをおく (Meyerand Rowan, 1977)。同
様に，模倣の効果が効率性を高める具体的な証拠をもっているかどうかよりは，模倣のプロセス自
体の普遍性に価値がおかれがちである (DiMaggioand Powell, 1983)ことを看過してはいけない。
模倣的行動をFDI行動に関連づければ，自国で活動するほかの企業の海外進出の行動に影響さ
れ，参入を決定することや (Heniszand Delios, 2001; Guillen, 2002, 2003)，国内の同業他社だけ
でなく，グローバル産業レベル，現地国産業レベルで，同業他社の進出行動を参考にし， FDIを
決定することなどが (Chan,Makino and Isobe, 2006)，模倣的同型化として解釈されよう。
3.2.3 規範的同型化
規範的同型化は，主に専門職業化 (professionalization)から生み出される同型化である





(DiMaggio and Powell, 1983)。規範的同型化は，教育機関や専門家の専門知識にもとづく制度環
境の影響を受けた結果として生じる同質的な行動として理解される。


















































監督するのに必要なコストを軽減するためにFDIを行う (Buckelyand Casson, 1976; Rugman, 


















企業は，社会や制度環境から正当性の獲得に努めること(Meyerand Rowan, 1977; Fennell, 1980) 
を前提に考察する必要がある。正当性を獲得しようとする企業同士の意思決定は，しばしば企業同
士の似通った行動パターンとして具現化されており，これを同型化という。
同型化は，競争的同型化と制度的同型化とに分けることができる (DiMaggioand Powell, 
1983)。同一産業内で相当のシェアを占めるライバル企業同士が，時期を同じくして競争的にFDI
を行うことを (Knickerbocker,1973; Yu and Ito, 1988 ;牛丸， 2000)，競争的同型化としての
FDI行動といえよう。競争的同型化に対し，相対的に規模の小さい企業が，成功した企業やより
大きい企業のFDIに追随したFDIや (Gilbertand Lieberman, 1987)，同一産業内でFDIを行う
企業の数の増加に影響された模倣的なFDIがあげられる (Chan,Makino and Isobe, 2006)。
とりわけ，不確実性の高い状況において模倣行動が起こりやすい (Cyertand March, 1963; 
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